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	１　開会
２　会長あいさつ
　　（会長あいさつ）
・ありがとうございました。ここからは三郷市地域公共交通活性化協議会設置要綱の第７条第１項の規定により、会長が会議の議長となりますので、秋本会長に議事進行をお願いいたします。それではよろしくお願いいたします。
・本日の会議の成立について事務局から報告願います。
・本日の協議会につきましては、三郷市地域公共交通活性化協議会設置要綱第７条２項により、過半数の出席をいただいておりますので、会議は成立していることをここにご報告申し上げます。
・ありがとうございます。続きまして、本日の傍聴について事務局から報告願います。

・本協議会は三郷市地域公共交通活性化協議会設置要綱第７条第４項の規定により、原則公開となっております。そのため、協議会開催の事前公表を行いましたところ、傍聴者が２名いらっしゃいます。事務局としては、非公開とすべき議題等もないため、公開したいと考えておりますので、いかがでしょうか。
・ただいま事務局より報告がございましたが、会議を公開とし、傍聴者にお入りいただくことでよろしいでしょうか。
　　（異議なし）
・ありがとうございました。ご異議がないということで傍聴を許可いたします。それでは入場お願いいたします。
　　（傍聴者入場）
・傍聴の方にお願い申し上げます。円滑な議事にご協力のほど、よろしくお願いいたします。
３　議題

（１）バスの乗り方教室のアンケート結果について
・ありがとうございました。それでは議事を進めてまいります。まず、報告事項といたしまして、議題（１）バスの乗り方教室のアンケート結果について事務局から説明をお願いします。
・事務局説明（省略）

・ありがとうございました。ただいまの説明内容について、何かご意見のある方はお願いいたします。
　（特に意見はなし）
（２）三郷市合同企業面接会の報告について

・次に、議題（２）三郷市合同企業面接会の報告について事務局より説明願います。
・事務局説明（省略）

・ありがとうございました。ただいまの説明内容について、何かご意見のある方はお願いいたします。特にないようですので、合同企業面接会にご参加いただき、本日出席されている２社のバス事業者様には宜しければ当日の状況等簡単にご感想やご意見をいただければと思います。
・当社１名採用となっていますが、残念ながら既に退社となっています。未経験者ですが、大型２種免許を持っていたため採用しました。１～２日出社しましたが、その後出社されず、連絡が取れない状況となっています。ドライバー不足のため、採用のハードルを下げたのですが、早期に辞めており、今後の検討課題となっています。今後も開催される場合は参加したいと考えています。
・前回よりも来られた方は多かったようですが、バス事業者にはあまり人が集まらなかった状況です。バス事業者のブースがあれば良いと思いました。面接者数は１名で、京成バスさんと同じ方が来られましたが、面接者から辞退の報告を受けています。今後も機会がありましたら参加したいと考えています。
・来年度も実施すると思いますので、詳細が決まり次第、事務局の方から情報をご提供したいと考えています。バス事業者様から要望がありましたら、担当部署と調整し、出来る限りのことはしたいと考えていますので、どうぞよろしくお願いいたします。
（３）令和元年度地域公共交通利用促進に関する取組み内容(進捗状況)について
・次に（３）令和元年度地域公共交通利用促進に関する取組み内容（進捗状況）について事務局から説明をお願いします。
・事務局説明（省略）
・事業６の交通系ＩＣカードの導入検討ですが、ＷＡＯＮは交通系ＩＣカードでなく、流通系ＩＣカードで、キャッシュレスの取組みです。交通系ＩＣカードは一般的にSuicaやPASMOです。埼玉観光様は新規の事業参入のため、交通系ＩＣカードの導入には多額の費用負担が必要となり、ハードルが高いため、逆にバスで導入事例がないシステムとしてＷＡＯＮを導入されたと思います。事業は交通系ＩＣカードの導入検討となっているため、文章としては交通系ＩＣカードの導入検討をしたものの、キャッシュレスの取組みとしてＷＡＯＮカードの導入を行ったという表現が正確だと思います。ＷＡＯＮによる決裁システムは関東地方で導入事例が少なく、平成エンタープライズ様でショッピングモールに乗入れているバスでの事例はあるものの、市町村が関わっているバスでは三郷市が県内で初めてだと思います。北海道で複数バス事業者による導入事例はあります。今回導入に当たって、昨年12月にＷＡＯＮ事業者との勉強会を開催し、システムの説明を受けました。バスやタクシーなどの専門紙である東京交通新聞に、ＷＡＯＮ決済を導入した記事が掲載されております。
・彦成地区で路線バスが運行されることになりましたが、前回当面５年間は維持されるというお話があり、市、バス事業者には大変感謝しています。しかし、心配しているのは５年後にどうなるのかです。今の段階で乗客数が伸びる可能性は非常に低く、商工会としても色々と検討しています。乗客数が減ると、また廃止路線になりかねないため、提案させて頂きたいのですが、乗客数を増やすためには、用途地域を変更し、人の動きを活性化させる必要があると思います。彦成地区周辺の用途地域は第１種低層住居専用地域となっており、住宅しか建てられず、どこの駅へ行くにも距離が非常に遠く、バスなしで生活が出来ない地区です。これを解消するためには用途地域の変更が望ましいと考えています。第１種低層住居専用地域から第１種住居地域に変更されれば、あらゆる業種の立地が可能で、人の動きが活発化し、バスの利用客が増えると思います。地権者の立場でも、土地利用の幅が広がるため、しっかりと説明すれば地域住民の理解も得られるかと思います。用途地域の変更をぜひ進めて頂ければ有難いと思います。
・用途地域の変更については、担当している都市計画課に伝え、地域の活性化という視点でお願い出来ればと考えています。
（４）　その他
・ありがとうございました。次に、その他といたしまして、何か報告等ございましたらよろしくお願いいたします。
・２点あります。１点は彦成地区で運行中の路線バスの状況について、もう１点は事務局からの報告事項になります。
・彦成地区のバス路線ということで、埼玉観光様ご報告お願いいたします。
・１月４日から運行を開始し、１月31日まで28日間の利用実績ですが、合計8,114名で、現金支払いが6,556名で80.8％、ＷＡＯＮ決済が1,558名で19.2％となっています。ＷＡＯＮ決済は、運行当初は利用が余り無かったのですが、日が経過するごとに少しずつ増え、100名前後が毎日利用されています。ＷＡＯＮカード限定のため、普及するまで時間は掛かると思いますが、認知して頂くための営業努力はしていきたいと思います。市民からクレームや苦情などは今の所ございません。少しですが、お褒めの言葉も頂いており、こちらを励みに安全運行に努めていきたいと思います。多く寄せられている問合せとしては、運行開始まで短い期間で準備をしていた関係で、定期券や回数券の対応が出来ていない状況のため、対応して頂きたいというお問合せがあります。管理の問題上、まだ先になるかと思いますが、前向きに検討させて頂いています。市民の方に使いやすい交通機関となるようにしていきたいと考えています。
・埼玉観光様、地元の方は大変感謝しています。
・その他の２点目について、事務局お願いいたします。
・事務局より事業評価の説明（省略）

・ただいまの説明につきまして、ご質問などある方はお願いいたします。
・バスの乗り方教室ですが、アンケート結果を見る限り、生徒の方に大変好評となっています。今後の改善点の欄に、物理的に路線バスが乗り入れできない小学校も多いと記載されていますが、今回新規に彦成地区で運行を開始した埼玉観光様は小型のバスで運行しており、予備車も１台持っていると思います。このような車両を活用し、これまで入れなかった小学校に対し、ご検討して頂くことが可能かと思います。また、新規に運行を開始した埼玉観光様も地域へのＰＲにもなるため、ご検討して頂けば宜しいかと思います。
・埼玉観光様にご協力して頂けるのであれば、是非検討していきたいと思います。
・他にご質問などはありますか。よろしいでしょうか。本日の議題は全て終了いたしました。傍聴者の方はご退席願います。
　（傍聴者退席）

・どうしてもバスに議題が集中してしまいますが、公共交通ということで鉄道事業者やタクシー事業者の方々からも、駅や駅前広場の利便性や安全性の向上についてや、運転免許返納者の増加に伴う問題等について、ご意見を伺いたいと考えておりますので、ご提案頂ければと思います。
・それでは、進行は以上となりますので事務局にお返しいたします。

４その他
・会長、議事進行ありがとうございました。最後に事務局から報告事項が２件ございます。三郷市では令和２年４月から組織機構改善を予定しており、当協議会の事務局は現在の環境安全部交通防犯課からまちづくり推進部都市デザイン課に変更になることになっています。また、委員の変更がある場合は随時事務局へお早めにご連絡いただきますようお願いいたします。次回の協議会につきましては、来年度の９月から10月頃を予定しています。詳細が決まりましたら、ご通知申し上げますので、よろしくお願いいたします。
５　閉会

・それでは、以上をもちまして本日の議題はすべて終了いたしました。これにて、令和元年度第２回三郷市地域公共交通活性化協議会を閉会いたします。どうもありがとうございました。



